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反応 ロ ｢~ ｣
[= コ[
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~ ≡ 二~二
T lからtDの中で,どの並べ方がよいでし
ょつ｡
C lです｡
C Dはできません｡大きい面がとなりどう
しだからです｡
C Ⅲは重なり合 うところがあるからだめで
す｡
T では.自分の並べ方で本当にいいのか,
美際につくっていってみましょう｡
り 誠行鎚誤的な情動による籍の組み立て
Tでは,面と面を上手につなげてつくってい
きましょう｡上手 く組み立てられそうな時は
チ-7-で仮に止めておきましょう｡失敗した
ら.並べかえてやってみましょう｡
(I (セロハンテープで仮止めしながら符の
JrS/をつくっていく子とも)
し- (榊L:良方形をくっつけていて組み立て
ていくうちに,これではだめだと気付き
やりLf-IL始める.そして. .同じ長方形
か向き合うようにすればいいんだ｣とつ
ぶやきながらつくっている｡
- 以下省略 -
(8) 指導後の考崇
生成的な見方から図形を考察する力の育成
を目指して,本単元 r自分の宝の箱をつくろ
う｣を設定した｡手でさわったり.紙に写し
取ったり阜いう軌的な視察や試行鉛削 勺な箱
の組み立ては,図形の概念を生戒する力を育
てるのに効果的であったと考える｡
本時では.支援のポイントとして.｢面の
つながりを見当づける活動｣r弘行錯誤的に
箱を組み立てる活動｣を設定したが,平両か
ら立体へのイメージの橋渡しとなり得たよう
に思われる.結果的には全員が宝の箱をつく
ることができたが.ここで重要なのはその過
程である｡見当づけの段階でうまく並へられ
なかった子どもは並び方を変えながらつくっ
ていた｡これは.平面上に並んだ6つの面か
ら箱の形へと頭の中で箱のイメージがつくら
れていったからであると考える｡概念形成の
確かなよりところとなるのは,やはり勤的な
繰作活動であることが言えるであろう｡
(平成 10年5月9日受理)
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